
皆さんからの
　第１回定例会では、１件の請願が提出され、所管
の常任委員会で審査が行われました。定例会最終日
の本会議の審議結果は、次のとおりです。

請
　

願

　請願や陳情の出し方は、日野市議
会のホームページにも掲載していま
す。詳しくは、議会事務局へお問い
合わせください。

付託先 請 願 の 件 名 結果

環
境
ま
ち
づ
く
り

委
員
会 東海第二原発の運転を再開しな

いことを求める請願

不
採
択

陳
情

請
願

政
府
等
へ

　第
１
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
は
２
件
で
、
関

係
各
機
関
に
送
付
し
ま
し

た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。
〈
全
文
は
、
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
〉

■
厚
生
労
働
省
不
適
切
統
計

に
お
け
る
信
頼
回
復
を
求
め

る
意
見
書

　毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お

い
て
不
適
切
調
査
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
政
府
統
計
の
信
頼
性
を

著
し
く
欠
き
、
多
く
の
国
民

が
疑
心
暗
鬼
に
な
り
か
ね
な

い
事
態
を
招
き
ま
し
た
。
こ

の
背
景
に
は
国
家
公
務
員
数

の
削
減
や
、
統
計
予
算
の
優

先
順
位
の
低
下
、
専
門
職
員

の
確
保
の
難
し
さ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一

番
の
原
因
は
官
僚
の
意
識
モ

ラ
ル
の
低
下
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
今
後
の
再
発
防
止

や
、
不
適
切
な
取
り
扱
い
に

よ
る
給
付
金
の
支
払
い
不
足

の
解
消
及
び
信
用
回
復
の
た

め
①
不
適
切
な
毎
月
勤
労
統

計
調
査
に
よ
る
雇
用
保
険
・

労
災
保
険
・
船
員
保
険
・
事

業
主
向
け
助
成
金
の
支
払
い

不
足
の
早
急
な
対
応
②
統
計

調
査
方
法
な
ど
の
抜
本
的
改

革
③
国
民
か
ら
の
信
用
回
復

の
た
め
の
意
識
改
革
に
よ
る

官
僚
モ
ラ
ル
の
向
上
を
求
め

ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進

め
る
意
見
書

　ま
だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
食
品
が
、
生
産
、
製
造
、

販
売
、
消
費
の
各
段
階
で
廃

棄
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
今
や

我
が
国
に
お
い
て
喫
緊
の
課

題
と
言
え
ま
す
。
事
業
者
を

含
め
国
民
各
層
の
食
品
ロ
ス

に
対
す
る
取
り
組
み
や
意
識

啓
発
は
、
い
ま
や
必
要
不
可

欠
で
す
。
食
品
ロ
ス
を
削
減

し
て
い
く
た
め
に
は
、
食
べ

物
を
無
駄
に
し
な
い
意
識
の

醸
成
と
そ
の
定
着
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
食
品
を
廃
棄
す
る
こ
と

な
く
、
貧
困
、
災
害
等
に
よ

り
食
べ
物
を
十
分
に
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
へ
提

供
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で

す
。
よ
っ
て
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
事
業
者
、
消
費
者

等
が
一
体
と
な
っ
て
食
品
ロ

ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
①
法
律
の

制
定
を
含
め
た
よ
り
一
層
の

取
り
組
み
の
実
施
②
食
品
事

業
者
の
廃
棄
抑
制
や
消
費
者

へ
の
普
及
･
啓
発
な
ど
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
国

民
運
動
の
強
化
③
賞
味
期
限

内
の
未
利
用
食
品
や
備
蓄
品

等
を
必
要
と
す
る
人
に
届
け

る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の
取

り
組
み
の
支
援
を
求
め
ま
す
。

意
見
書
と
は
、
市
の
公

益
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
思
を
意
見

と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ

と
。
議
会
は
、
そ
の
意
見
書

を
政
府
や
国
会
な
ど
の
関
係

機
関
に
提
出
す
る
こ
と
が
法

律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 （注）金額は、欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、

合計が合わない場合があります。

総額1,219億4,375万円
（前年度比 3.2％増）

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険

688億円 5.8％ 増

0.02％ 増

2.6％ 減

4.3％ 減

4.4％ 減

4.7％ 増

5.6％ 増

0.4％ 減

531億　　　
4,375万円

163億　　　
　3,272万円

36億　　　
　609万円

45億　　　
　7,420万円

140億　　　
　7,935万円

44億　　　
　3,034万円

101億　　　
2,106万円

土地区画整理

下 水 道 事 業

介　護　保　険

後期高齢者医療

市立病院事業

前年度比予　算　額会　計　名

令和元年度 予算審議から 　一般会計・特別会計の予算特別委員会で行われた、主な質疑や意見の概要をお伝えします。
　令和元年度の各予算は、それぞれの特別委員会で活発な議論を経て、議会最終日の本会議
で原案のとおり可決され、成立しました。

質
疑

歳 入 全 般 民 生 費

質
疑

①障害者仕事創出事業において、事業内
容を問う。
②子どもの貧困対策事業の対策推進委員
会のテーマと重要課題を問う。
③福祉タクシー助成において大幅な変更
が行われるが、新旧制度の違いを問う。
④避難行動要支援者名簿の人数の推移を
問う。
⑤障害者差別解消促進事業の周知啓発リ
ーフレットの内容と配布方法を問う。
⑥ファミリーサポートセンターが幼児教
育無償化の対象となった場合の、市の
方向性を問う。
⑦緊急１歳児受入事業において、該当す
る保育園と受け入れ枠について問う。
⑧私立保育園一時保育運営事業は、何人
を想定しているか。
⑨幼児教育無償化の問い合わせ先と今後
の周知方法を問う。
⑩長寿祝い金、寝たきり看護手当、入
浴事業の見直しについて問う。

議会費・総務費

質
疑

①ハラスメント相談窓口の利用件数と内
容について問う。

②街頭防犯カメラ設置事業において、自
治会の設置補助への取り組みを問う。

③イオン多摩平の森が期日前投票所として
開設されることの周知方法について問う。
④住民情報システム共同利用を３市で行
うに至った背景について問う。

⑤庁用車の管理方法と次世代自動車の導
入計画について問う。

衛生費・労働費
①老朽化した現在の火葬場について、修
繕などで使用できない期間があるか。

②使用済み注射針回収事業の内容と、所
管部署が移行した経緯について問う。

③正規職員として、保健師の増員予定は
あるか。

④（仮称）石田地区公共施設整備経費の中
身について、改めて説明を求める。

⑤健康サポートルーム輝の利用状況につ
いて問う。

⑥オスプレイの飛来の市独自での監視に
ついて問う。

総 括 質 疑

質
疑

質
疑 ①職員の有給休暇取得状況を問う。

②南平体育館の解体時期の再検証は行わ
なかったのか。
③児童虐待に対し、緊急安全点検は行わ
れたか。
④歳入増と歳出削減を図る第５次行革の
進め方について問う。
⑤改元に伴う10連休の市役所各課の対
応について問う。

一　般　会　計

①個人市民税の増収及び法人市民税の減
収の要因と人口動態を問う。
②消費税増税時における、使用料及び手
数料について、市の方針を問う。

③保育無償化による市の負担割合の変化
について問う。

質
疑

教育費・公債費・諸支出金・予備費
①学校トイレ改修の工事概要と実施時期
について問う。
②いのちのプロジェクト事業が行われる
ようになった経緯、内容について問う。
③こだわりランチのニーズ調査の実施状
況と課題を問う。
④コミュニティ・スクール制度について、
今後拡大していく計画はあるのか。
⑤小学校体育館のエアコン設置について、
現状を問う。
⑥学校司書の配置について問う。
⑦教育センターにおける建物自体の修繕
計画はあるか。

質
疑

農業費・商工費・土木費・消防費
①商業振興条例の中での、意欲ある商業
関連事業者の判断基準は何か。
②日野駅周辺整備基本調査業務について、
現時点の調査状況を問う。
③移動販売を市内でさらに広めるため
に、公園を活用していくことはでき
ないか。
④凍結防止剤の配布についてどのように
市民へ周知しているか。
⑤新選組まつりについて、５月の連休期
間中のPRはどのような仕組みになって
いるか。
⑥生産緑地を市が借用して市民農園を増
やす事も選択肢の一つではないか。
⑦道路舗装補修計画はあるが、歩道の補
修計画はあるか。
⑧下水道の普及率を問う。

※無会派議員の賛否表明…賛成７人・反対１人

令和元年度

予算額

一般会計予算に賛成か、反対か
  ～各会派の総括意見（要旨）

意
見

げ
ま
す
。
①
認
可
保
育

園
の
更
な
る
増
設
②
全

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
③
全
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

の
早
期
完
了
④
学
童
ク

ラ
ブ
の
育
成
環
境
の
整

備
⑤
学
校
司
書
の
全
校

配
置
及
び
処
遇
改
善
⑥

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実

証
実
験
の
開
始
⑦
南
平

体
育
館
建
て
替
え
の
中

止
を
含
め
た
慎
重
な
検

討
⑧
正
規
職
員
の
雇
用

拡
大
と
非
正
規
職
員
の

処
遇
改
善
。

長
に
は
、
日
野
市
民
の

住
民
自
治
の
力
を
信
じ

て
、
真
摯
に
住
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、
協
議
を

尽
く
す
こ
と
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
同
意
を
得

ら
れ
な
い
自
治
会
を
残

し
た
ま
ま
、
周
辺
環
境

整
備
基
金
を
使
う
こ
と

も
慎
む
べ
き
で
す
。

　次
に
、
主
要
課
題
に

つ
い
て
要
望
を
申
し
上

か
で
す
。
第
５
次
行
革

は
負
担
増
を
求
め
貧
困

を
広
げ
る
も
の
で
あ
り
、

第
５
次
行
革
の
撤
回
と

市
政
の
転
換
を
求
め
ま

す
。　第

２
の
理
由
は
、
可

燃
ご
み
処
理
広
域
化
に

関
し
て
住
民
合
意
も
法

令
遵
守
も
な
い
ま
ま
、

稼
働
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
点
で
す
。
市

　平
成
31
年
度
一
般
会

計
予
算
案
に
２
点
の
理

由
か
ら
反
対
し
ま
す
。

　第
１
の
理
由
は
、
負

担
増
、
サ
ー
ビ
ス
切
り

捨
て
、
民
営
化
に
よ
り
、

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の

削
減
を
図
る
第
５
次
行

革
は
市
民
の
暮
ら
し
を

一
層
苦
し
い
も
の
に
す

る
と
い
う
点
で
す
。
消

費
税
増
税
に
よ
り
景
気

が
冷
え
込
む
な
か
、
負

担
が
増
え
れ
ば
、
市
民

の
暮
ら
し
は
深
刻
な
状

態
に
陥
る
こ
と
は
明
ら

の
活
用
計
画
や
改
修
計

画
の
策
定
と
遂
行
を
要

望
⑧
南
平
体
育
館
建
て

替
え
の
着
実
な
遂
行
を

要
望
⑨
浅
川
ス
ポ
ー
ツ

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人

工
芝
改
修
工
事
と
し
て

補
助
金
が
投
入
さ
れ
た

こ
と
を
評
価
⑩
図
書
館

相
互
利
用
の
拡
大
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
期
待
⑪
学
校
ト
イ

レ
改
修
は
、
生
徒
た
ち

の
教
育
環
境
改
善
へ
向

け
、
柔
軟
な
対
応
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
要
望
。

テ
ム
共
同
利
用
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

コ
ス
ト
削
減
に
期
待
④

保
育
を
必
要
と
す
る
世

代
へ
の
施
策
の
運
用
を

要
望
⑤
計
画
的
な
公
園

樹
木
の
管
理
を
要
望
⑥

買
い
物
弱
者
対
策
に
加

え
、
都
市
農
業
振
興
に

つ
な
が
る
、
公
園
を
利

用
し
た
移
動
販
売
の
拡

大
を
要
望
⑦
旧
小
学
校

安
全
対
策
に
講
じ
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　主
な
事
業
ご
と
に
意

見
を
申
し
上
げ
ま
す
。

①
市
民
の
安
全
を
守
る

た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
整

備
を
評
価
②
青
少
年
や

障
害
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
参
加
機
会
の
確
保

に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
を

要
望
③
住
民
情
報
シ
ス

　平
成
31
年
度
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
の
立

場
か
ら
意
見
を
述
べ
ま

す
。　一

般
会
計
予
算
案
は

前
年
度
比
37
億
円
増
で
、

２
年
連
続
し
て
過
去
最

大
と
な
り
ま
し
た
。

　新
設
さ
れ
た
森
林
環

境
譲
与
税
は
、
土
壌
の

調
査
や
森
林
の
整
備
な

ど
に
活
用
し
、
市
民
が

懸
案
す
る
土
砂
災
害
防

止
法
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

・
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に

指
定
さ
れ
た
場
所
へ
の

ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森

へ
の
期
日
前
投
票
所
設

置
を
評
価
⑦
全
小
中
学

校
へ
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

を
評
価
⑧
東
京
都
の
補

助
制
度
を
活
用
し
た
積

極
的
な
学
校
ト
イ
レ
改

修
を
要
望
⑨
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
実
現
を
目
指

す
条
例
の
策
定
を
要
望
。

　ま
た
、
新
年
度
予
算

に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
早
期

開
設
を
望
み
ま
す
。

設
置
も
要
望
②
認
可
保

育
所
の
開
園
と
一
時
保

育
事
業
の
実
施
を
評
価

③
ス
ー
パ
ー
ひ
の
っ
ち

「
な
つ
ひ
の
」
の
未
実

施
校
で
の
早
期
実
現
を

要
望
④
新
生
児
聴
覚
検

査
の
費
用
助
成
の
実
施

を
評
価
⑤
交
通
空
白
地

域
の
解
消
や
利
便
性
確

保
に
向
け
た
更
な
る
取

り
組
み
を
要
望
⑥
イ
オ

高
い
幼
児
教
育
が
保
障

さ
れ
る
大
き
な
改
革
で

あ
り
、
丁
寧
な
対
応
を

求
め
ま
す
。
ま
た
、「
第

２
次
ご
み
改
革
」
に
よ

る
ご
み
の
減
量
や
食
品

ロ
ス
削
減
を
求
め
ま
す
。

　次
に
、
主
な
項
目
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま

す
。
①
全
中
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
評
価
。
小
学
校
へ
の

　賛
成
の
立
場
か
ら
意

見
を
述
べ
ま
す
。

　平
成
31
年
度
の
予
算

案
は
、
過
去
最
高
額
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　公
共
施
設
整
備
や
増

え
続
け
る
社
会
保
障
を

支
え
る
た
め
に
は
消
費

税
の
引
き
上
げ
は
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
市
と

し
て
は
行
革
に
取
り
組

み
、
歳
出
削
減
、
歳
入

確
保
を
図
る
努
力
を
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　幼
児
教
育
無
償
化
は
、

全
て
の
子
ど
も
に
質
の

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

住
民
自
治
の
市
政
運
営
で
福
祉

の
向
上
を
求
め
る

柔
軟
な
対
応
で
、
更
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

自
由
民
主
党
日
野

公

　明

　党

市
民
の
期
待
と
負
託
に
全
力

で
応
え
る
市
政
運
営
を

賛 成賛 成反 対

※「平成31年度」とあるものは、「令和元年度」をさすものです。

意
見

質
疑

①平成３０年度国保加入者の平均所得
を問う。また、所得ゼロと所得
200万円以下の人の割合を問う。

②新規のデータヘルス事業を問う。
③一般会計繰入金の５年間の推移を問う。
④国保が他の健保より高い理由を問う。
⑤インセンティブ補助金で評価され
ている部分についての分析を問う。

①値上げは理解し、市の努力は評価
するが、３万円近い値上げで払え
ない人も増える。（反対）
②国保の根幹を自治体として忘れて
はいけない。（反対）
③市も努力を続け、国の責任で持続
可能にしていく事を求める。（反対）

国民健康保険特別会計

①有形固定資産購入費において、医
学の進歩によって、必要となるも
のはあるか。
②市民ニーズの高い、精神・神経科
医師が常勤でいないが、確保はど
うなっているか。
③救急車の応需率と、不応需の理由
を問う。
④院長相談役の給与はどこから支払
われているか。

①体制上の抜本的強化により、管理
者集団を蓄積することが大事。また、
市民の理解が得られるような、医
療機器購入を要望する。（賛成）
②ベッドが埋まらない、少ない患者
を取り合っている状況の中で、公
立病院の意味を問い直すべきであ
る。（賛成）

③説明の出来ない事態が散見されて
いる、透明性を高める病院運営を
しなければならない。（反対）

市立病院事業会計

質疑・意見は、ありませんでした。

後期高齢者医療特別会計

①介護認定審査会の平成29年度の
実績と市民の声、また今後の見通
しについて問う。

②介護サービスの利用者負担の見直
しに対して、どのような実態把握
をしたか。

③高額医療合算介護サービス等経費
について、どのくらいの人が制度
を利用しているか。

④ひの筋体操にはどのくらいの団体
が取り組んでいて、どのような状
況なのか。

①負担割合が変わることで月のリハ
ビリにかかる負担が大きくなる。
リハビリを必要とする人のケース
ごとに判断してほしい。（賛成）

介護保険特別会計

質
疑

質
疑

意
見

意
見

①市施行４地区の事業の進ちょく
状況と保留地処分状況、市負担
金の実績及び今後の負担金の総
額について問う。

②豊田南地区の保留地の地中に埋
まっている廃棄物の処分方法及
び費用について問う。

③川辺堀之内土地区画整理組合施
行の顧問について、日常的な業
務、対価、期間の定めの有無に
ついて公開を求める。

①10億円近い立替金に依存するの
ではなく、着実・公正に区画整
理を進める手法を取るべき。（反
対）

②区画整理事業は公平性・透明
性かつ説明責任を果たすとい
う部分が大切であり、豊田南
地区に関しても見直し問題抜
きでは進ちょくは難しいので
はないか。（反対）
③賛成したいが、日野市の区画整理
に関する情報提供が乏しく、市民
は不満を抱いている。（反対）

区画整理事業特別会計

①公営企業会計移行に向けた準備の
中で、会計システムの構築及び会
計システムデータ移行の進ちょく
状況と今後の予定について問う。

①公営企業会計に移行した場合、値
上げも考えていると思うが、近隣
市との格差が広がらないよう、注
意してほしい。（賛成）

下水道事業特別会計

特別会計

特別会計特別会計特別会計

特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計

質
疑

意
見

質
疑

意
見 解説は『広報　　  』に

　令和元年度予算内容の解説は、「広報 　　５月１日
号」の１１ページから１３ページに掲載されています。併せ
て、ご参照ください。

かがやき
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